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11
月
14
日
、
「
合
併
後
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
「
県
政
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｎ
対
馬
」

が
対
馬
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、

会
場
に
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
大

勢
の
方
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
会
議
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
、

な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所
の
脇

田
安
大
理
事
長
が
務
め
、
パ
ネ
ラ

ー
と
し
て
、
金
子
知
事
、
松
村
市

長
、
片
岡
力
長
崎
国
際
大
学
教
授
、

女
優
の
黒
田
福
美
さ
ん
が
ま
ち
づ

く
り
に
関
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
対
馬
市
商
工
会
の
住
田
要

範
さ
ん
、
同
青
年
部
の
島
崎
顕
章

さ
ん
、
対
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部

連
絡
協
議
会
会
長
の
扇
平
さ
ん
ら

の
活
動
報
告
が
あ
り
、
知
事
ら
が

助
言
や
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
パ
ネ
ラ
ー
と
参
加
者
全

員
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
猪

や
鹿
被
害
の
問
題
、
人
口
流
出
の

問
題
、
雇
用
対
策
、
地
域
活
性
化

の
問
題
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
の
効
果
を
発
揮
し
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
行
財

政
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
11
月
５
日
、
対
馬
市
消
防
本

部
会
議
室
で
「
第
１
回
対
馬
市
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
、
商
工
観
光
、
福
祉
、

教
育
、
地
域
活
性
会
、
学
識
経
験

者
な
ど
の
分
野
か
ら
13
人
が
委
員

に
委
嘱
さ
れ
、
対
馬
市
の
行
財
政

改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
ま
ず
各
委
員
に
松

村
市
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
が
あ

り
、
次
に
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己

紹
介
の
あ
と
、
会
長
の
選
任
が
行

わ
れ
、(

財)

な
が
さ
き
地
域
政
策

研
究
所
常
務
理
事
の
菊
森
淳
文
さ

ん
が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
、
合
併

の
必
要
性
と
そ
の
効
果
、
市
の
財

政
と
組
織
の
現
状
、
行
財
政
改
革

の
必
要
性
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
協

議
に
入
り
ま
し
た
。

【
委
員
名
簿
】
▼
菊
森
淳
文
（
長

崎
市
・
学
識
経
験
者
・
な
が
さ
き

地
域
政
策
研
究
所
常
務
理
事
）
▼

扇
次
男
（
上
対
馬
町
・
農
林
水
産

・
対
馬
森
林
組
合
長
）
▼
西
山
文

利
（
美
津
島
町
・
農
林
水
産
・
西

山
水
産
代
表
者
）
▼
国
分
良
助

（
峰
町
・
農
林
水
産
・
対
馬
農
協

専
務
理
事
）
▼
浦
田
一
朗
（
厳

原
町
・
商
工
観
光
・
対
馬
市
商
工

会
副
会
長
）
▼
日
高
五
三
夫
（
上

県
町
・
商
工
観
光
・
日
高
写
真
館
、

元
合
併
協
議
会
委
員
）
▼
高
辺
一

喜
（
豊
玉
町
・
福
祉
・
対
馬
市
老

人
福
祉
施
設
協
議
会
代
表
）
▼

井
上
優
子
（
峰
町
・
福
祉
・
社
会

福
祉
士
）
▼
河
西
宏
（
厳
原
町
・

金
融
機
関
・
十
八
銀
行
支
店
長
、

厳
原
銀
行
協
会
会
長
）
▼
平
間
雅

哲
（
上
対
馬
町
・
行
政
経
験
者
・

前
上
対
馬
町
助
役
）
▼
田
中
次
子

（
美
津
島
町
・
女
性
・
公
民
館
講

座
講
師
）
▼
島
崎
顕
章
（
厳
原

町
・
青
年
・
厳
原
印
刷
所
営
業
部

長
、
商
工
会
青
年
部
会
計
）
▼
坂

本
好
徳
（
厳
原
町
・
地
域
活
性
化

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
境
の
島
・
つ
し
ま
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

　
10
月
25
日
、
美
津
島
町
有
線
テ

レ
ビ
（
Ｍ
Ｙ
Ｔ
）
の
ス
タ
ジ
オ
で
、

松
村
市
長
を
囲
ん
で
、
対
馬
の
将

来
に
つ
い
て
対
談
す
る
「
市
長
と

語
る
」
の
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
と
対
談
し
た
の
は
、
各
支

所
か
ら
１
名
ず
つ
の
６
名
で
、
農

業
、
漁
業
や
商
業
、
会
社
役
員
、

主
婦
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
様
々

な
分
野
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
対
談
で
は
、
出
席
者
か
ら
、
観

光
客
増
加
の
方
法
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
、
道
路
整
備
計
画
、

韓
国
と
の
経
済
交
流
、
不
況
対
策
、

漁
村
環
境
整
備
、
１
次
産
業
の
後

継
者
対
策
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
な
ど

幅
広
い
質
問
や
要
望
が
市
長
に
投

げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
収
録
さ
れ
た
番
組
は
、
Ｍ
Ｙ
Ｔ

で
11
月
８
日
に
美
津
島
町
全
域
に

放
送
さ
れ
た
ほ
か
、
厳
原
有
線
テ

レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

視
聴
を
ご
希
望
の
方
は
、
ビ
デ
オ

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
支

所
の
総
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

県
政
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ�
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後
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く
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収
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対
馬
の
資
源
を
生
か
し
て
、
知

恵
と
工
夫
で
地
域
活
性
化
を
め
ざ

そ
う
と
、
11
月
10
日
に
対
馬
市
公

会
堂
で
、
対
馬
地
域
農
林
業
活
性

化
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
対
馬
地
域
農
業
振

興
協
議
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
長
崎
県
農
業
賞
受
賞
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
経
営
体
部
門
で
長
崎

県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
上
県
町
の

神
宮
正
芳
・
教
子
さ
ん
ご
夫
妻
と

組
織
活
動
部
門
で
長
崎
県
地
域
農

業
振
興
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
た

豊
玉
町
作
業
受
託
組
合
に
、
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
国
林
業
研
究
グ
ル

ー
プ
林
野
庁
長
官
賞
受
賞
の
対
馬

林
業
研
究
会
の
事
例
報
告
、
徳
島

県
上
勝
町
「
（株）
い
ろ
ど
り
」
取
締

役
、
横
石
知
二
さ
ん
の
「
地
域
資

源
を
お
金
に
換
え
る
錬
金
術
」
と

い
う
演
題
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、県
歯
科
医
師
会（
会

長:

道
津
剛
佑
）が
主
催
す
る「
第

48
回
長
崎
県
歯
科
医
学
大
会
」
が
、

対
馬
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
が
離
島
で
開
か
れ

る
の
は
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
開
会
式
で
、
高
森
博
義
大
会
準

備
委
員
長
（
対
馬
市
歯
科
医
師
会

長
）
は
、
「
島
で
の
開
催
は
、
会

員
の
長
年
の
夢
で
し
た
。
対
馬
は

大
陸
か
ら
の
文
化
伝
来
の
中
継
地
。

韓
国
と
の
医
学
的
な
学
術
交
流
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
学
術
講
演
で
は
、
韓
国
・
釜
山

大
学
校
の
金
鎭
範
教
授
が
「
韓
国

の
現
況
と
口
腔
保
健
事
業
を
中
心

と
し
て
」
と
題
し
て
、
韓
国
国
内

の
歯
の
健
康
状
況
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
作
家
・
荒
俣

宏
氏
の
文
化
講
演
も
あ
り
、
県
内

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
歯
科
医
師
関

係
者
お
よ
そ
４
０
０
人
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
つ

し
ま
の
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
で
、

対
馬
保
健
所
主
催
の
「
思
春
期
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
行
政
、
学

校
、
保
護
者
な
ど
関
係
者
約
１
０

０
名
が
参
加
し
て
、
児
童
・
思
春

期
の
心
の
問
題
（
不
登
校
・
い
じ

め
・
非
行
・
暴
力
・
被
虐
待
な

ど
）
に
、
行
政
や
地
域
が
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
研
修
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
大
村
に
あ
る
情
緒

障
害
児
短
期
治
療
施
設
「
大
村
椿

の
森
学
園
」
主
任
セ
ラ
ピ
ス
ト
で

臨
床
心
理
士
、
長
野
真
基
子
さ
ん

の
「
思
春
期
の
こ
こ
ろ
〜
不
登
校
、

情
緒
障
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
考

え
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

や
５
、
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
事
例
検
討
、
対
馬
地
区
の

状
況
報
告
が
行
わ
れ
、
関
係
機
関

や
家
族
、
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
な
意
識
や
役
割
を
持
っ

て
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
後
の

課
題
と
方
向
性
を
考
え
る
研
修
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
《
11
月
》

１
日
＝
九
州
市
長
会
（
福
岡
市
）

２
〜
３
日
＝
自
民
党
離
島
振
興
委

　
　
　
員
会
、
全
国
離
島
振
興
協

　
　
　
議
会
正
副
会
長
に
よ
る
国

　
　
　
へ
の
予
算
要
望（
東
京
都
）

５
日
＝
ブ
ル
ガ
リ
ア
舞
踊
団
来
庁
、

　
　
　
対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
グ
ラ

　
　
　
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
行
財

　
　
　
政
改
革
推
進
委
員
会

６
日
＝
第
４
回
全
九
州
還
暦
軟
式

　
　
　
野
球
大
会

８
日
＝
関
西
大
阪
長
崎
県
人
会
一

　
　
　
行
表
敬
訪
問

９
〜
11
日
＝
全
国
離
島
振
興
協
議

　
　
　
会
　
　
　
　
　
（
東
京
）

13
日
＝
長
崎
県
歯
科
医
学
大
会

14
日
＝
県
政
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

　
　
　
グ

15
〜
17
日
＝
長
崎
県
市
長
会
、「
海

　
　
　
洋
セ
ン
タ
ー
・
海
洋
ク

　
　
　
ラ
ブ
」責
任
者
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
市
）

21
日
＝
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
創
立

　
　
　
記
念
行
事

22
日
＝
地
域
審
議
会

　
　
　
　
　
（
美
津
島
・
厳
原
）

24
日
＝
地
域
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
峰
・
豊
玉
）

25
日
＝
地
域
審
議
会

　
　
　
　
　
（
上
対
馬
・
上
県
）

25
〜
26
日
＝
県
漁
港
協
会
正
副
会

　
　
　
長
会
議
　
　
（
長
崎
市
）

27
日
＝
朝
鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協

　
　
　
議
会

28
日
＝
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
町

　
　
　
日
韓
交
流
対
馬
大
会

29
日
＝
今
屋
敷
地
区
再
開
発
問
題

　
　
　
特
別
委
員
会

30
日
＝
定
例
記
者
発
表
、
百
歳
到

　
　
　
達
者
長
寿
祝
い
金
贈
呈

３�

市
長
の
動
き�

対
馬
地
域
農
林
業�

　
　
　
活
性
化
大
会�

大
会
テ
ー
マ
は
、『
島
か
ら
』�

　
　
〜
韓
国
か
ら
の
風
〜�

第
48
回
長
崎
県
歯
科
医
学
大
会��

思
春
期
研
修
会�

受賞の神宮正芳・教子ご夫妻�

高森大会準備委員長�

関西大阪長崎県人会一行�

き
む
じ
ん
ぼ
む

臨床心理士  長野真基子さん�
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10
月
31
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
の

中
、
上
県
町
瀬
田
地
区
の
目
保
呂

ダ
ム
馬
事
公
園
で
、
対
馬
初
午
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
で

は
、
対
州
馬
に
よ
る
競
馬
「
馬
跳

ば
せ
」
が
計
８
レ
ー
ス
行
わ
れ
、

詰
め
か
け
た
約
１
千
名
の
観
客
は
、

土
煙
を
上
げ
て
疾
走
す
る
対
州
馬

に
盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
「
馬
跳
ば
せ
」
は
、
２
年

前
、
お
よ
そ
40
年
ぶ
り
に
再
現
さ

れ
た
上
県
町
瀬
田
地
区
に
伝
わ
る

伝
統
行
事
で
、
旧
暦
６
月
の
午
の

日
に
行
わ
れ
て
い
た
「
初
午
祭
」

の
余
興
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
最
盛
期
に
は
20
頭
ほ
ど

が
参
加
す
る
な
ど
、
地
区
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
現
在
で
は
、
農
業
の
機
械
化
で

対
州
馬
の
数
の
減
少
と
と
も
に
行

事
も
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
伝
統
あ
る
祭
り
を
復
活

さ
せ
、
対
州
馬
の
復
興
、
観
光
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
旧
上

県
町
が
地
元
の
住
民
と
共
に
実
行

委
員
会
を
組
織
。
祭
り
の
復
活
が

実
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
午
前
10
時
半
に
始
ま
っ
た
「
馬

跳
ば
せ
」
で
は
、
島
内
で
飼
育
さ

れ
て
い
る
対
州
馬
（
上
県
町
４
頭
、

美
津
島
町
２
頭
）
が
６
頭
参
加
し
、

約
３
０
０
ｍ
の
直
線
コ
ー
ス
で
速

さ
を
競
い
ま
し
た
。
手
綱
を
握
っ

た
の
は
、
福
岡
第
一
高
校
乗
馬
ク

ラ
ブ
の
生
徒
ら
で
、
た
く
み
に
対

州
馬
を
操
っ
て
い
ま
し
た
。
出
走

す
る
馬
は
、
調
教
に
よ
る
訓
練
の

成
果
で
、
昨
年
以
上
の
ス
ピ
ー
ド

で
爆
走
し
て
い
ま
し
た
。

　
迫
力
あ
る
レ
ー
ス
の
他
に
も
、

対
州
馬
が
隊
列
を
組
ん
で
行
進
を

行
う
カ
ド
リ
ー
ル
演
技
や
、
障
害

馬
術
演
技
、
馬
に
乗
っ
て
的
を
矢

で
射
る
流
鏑
馬
な
ど
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
気
性
の
お
と
な
し
い
対

州
馬
に
ふ
れ
あ
っ
て
も
ら
お
う
と
、

乗
馬
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

多
く
の
子
供
た
ち
が
参
加
。
対
州

馬
に
ま
た
が
り
う
れ
し
そ
う
に
し

て
い
る
子
供
た
ち
に
混
じ
っ
て
、

怖
く
て
泣
き
出
す
子
供
も
何
人
か

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
の
周
り
に
は
、
地

元
の
農
産
物
や
軽
食
を
販
売
す
る

出
店
が
数
多
く
並
び
、
多
く
の
人

出
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
た
対

馬
初
午
祭
。
来
場
者
は
、
今
や
対

馬
産
の
稀
少
動
物
と
な
っ
た
対
州

馬
を
身
近
に
感
じ
、
愛
着
を
感
じ

た
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
11
月
７
日
、
も
み
じ
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
「
２
０
０
４
上
対

馬
も
み
じ
祭
り
」
が
舟
志
も
み
じ

街
道
（
上
対
馬
町
内
）
を
メ
イ
ン

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
舟
志
愛
鼓
連
の
力
強
い
太
鼓
演

奏
が
山
々
に
鳴
り
響
く
な
か
祭
り

が
開
始
さ
れ
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
舞
踊
や
グ
リ
ー
ン
キ
ッ
ズ
に
よ

る
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
、
ラ
ム
ネ
の

早
飲
み
大
会
、
プ
ロ
歌
手
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー
で
会
場
中
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
た
く

さ
ん
の
出
店
も
軒
を
並
べ
、
特
産

品
販
売
は
大
盛
況
で
し
た
。
約
１

４
０
０
人
の
行
楽
客
が
訪
れ
、
深

ま
り
ゆ
く
秋
の
景
色
と
、
祭
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

２
０
０
４
上
対
馬
も
み
じ
祭
り�

や
ぶ
さ
め

爆
走
す
る
対
州
馬
に
大
歓
声
！�

　
　
　
　
〜
対
馬
初
午
祭
〜�

�

は

つ

う

ま

さ

い

�



５�

　
キ
リ
ス
ト
教
の
お
盆
に
あ
た
る

「
万
聖
節(

10
月
31
日)

」
の
前
夜

祭
で
あ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
あ
わ
せ

て
、
10
月
30
日
に
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
イ
ン
み
つ
し
ま
」
が
、

知
中
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
市
内
か
ら

幼
児
や
小
学
生
、
中
学
生
な
ど
約

２
０
０
名
が
参
加
。
対
馬
や
壱
岐

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
11
名
が
リ
ー
ダ
ー
に
な

っ
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
劇
や
「
ト

リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
」
（
「
な

ん
か
く
れ
な
い
と
悪
さ
す
る
ぞ
」

の
意
。
子
ど
も
た
ち
が
家
々
を
回

っ
て
お
菓
子
を
も
ら
う
こ
と
）
や

ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
（
宝
探
し
）
、

お
化
け
屋
敷
、
英
語
ゲ
ー
ム
な
ど

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
仮
装
コ
ン
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
、
参
加
者
が
思
い
思
い
に
考

え
て
き
た
仮
装
の
中
か
ら
「
か
わ

い
い
」
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」
「
こ
わ

い
」
「
お
も
し
ろ
い
」
「
特
別
」

の
５
部
門
で
各
２
名
ず
つ
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
賞
品
の
ケ

ー
キ
を
も
ら
っ
て
嬉
し
そ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
合
併
し
て
初
め
て
の
秋
を
迎
え

た
厳
原
町
で
は
、
「
秋
」
を
満
喫

す
る
行
事
が
目
白
押
し
で
し
た
。

　
ま
ず
は
、
10
月
10
日
に
厳
原
町

運
動
会
が
、
金
田
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
天
候

も
好
天
に
恵
ま
れ
、
大
会
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
優
勝
は

地
元
優
勝
に
燃
え
る
佐
須
地
区
と

自
力
に
勝
る
厳
原
地
区
が
最
後
ま

で
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
、
わ
ず
か
な
差

で
佐
須
地
区
が
合
併
後
初
の
優
勝

旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
42
回
厳
原
町
駅
伝
大

会
が
、
10
月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
は
豆
酘
十
字
路
〜
対

馬
市
役
所
前
ま
で
の
46
km
、
全
10

区
間
で
争
わ
れ
、
幅
広
い
年
齢
層

の
選
手
た
ち
が
、
秋
の
厳
原
路
を

走
破
し
ま
し
た
。

　
次
に
11
月
は
、
心
と
食
欲
を
満

た
す
行
事
が
、
住
民
の
心
を
癒
し

ま
し
た
。
３
日
文
化
の
日
の
産
業

祭
と
、
14
日
の
賑
わ
い
内
山
盆
地

収
穫
祭
は
、
地
元
産
物
を
求
め
る

多
く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

両
行
事
と
も
、
子
ど
も
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
も
組
み
込
ま
れ
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
い
に
楽
し

み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
14
日
に
は
厳
原
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
第
５
回
定
期
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
会
に

は
会
場
狭
し
と
聴
衆
が
訪
れ
、
す

ば
ら
し
い
演
奏
に
惜
し
み
な
い
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
町
駅
伝
の
結
果
◆
�

▼
一
般
の
部
（
中
学
生
区
間
除
く

　
６
区
間
）

　
①
陸
自
対
馬
２
時
間
８
分
57
秒

▼
地
区
の
部
（
全
10
区
間
）

　
①
厳
原
地
区
３
時
間
８
分
34
秒

▼
中
学
生
の
部
（
４
〜
７
区
の
４

　
区
間
）

　
①
久
田
地
区
37
分
34
秒

▼
区
間
賞

１
区
　
舟
倉
大
亮
　
20
分
37
秒

２
区
　
江
口
大
修
　
19
分
22
秒

３
区
　
石
丸
勝
光
　
29
分
30
秒

４
区
　
中
庭
重
和
　
９
分
05
秒

５
区
　
阿
比
留
幸
輝
　
11
分
47
秒

６
区
　
小
島
　
梓
　
７
分
15
秒

７
区
　
阿
比
留
　
優
　
９
分
27
秒

８
区
　
二
田
水

進
　
16
分
09
秒

９
区
　
日
高
善
治
　
19
分
11
秒

10
区
　
日
高
久
朋
　
24
分
08
秒

トリックオアトリートの様子�



　
上
対
馬
町
文
化
展
が
、
上
対
馬

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
11
月
５
日
か

ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
行
わ
れ
、

幅
広
い
世
代
か
ら
書
、
絵
画
、
手

工
芸
、
写
真
な
ど
の
作
品
１
６
０

点
が
展
示
さ
れ
て
、
訪
れ
た
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
日
に
は
、
同
セ
ン
タ

ー
で
文
化
発
表
会
が
行
わ
れ
、
舞

踊
や
詩
吟
、
民
謡
、
コ
ー
ラ
ス
、

三
味
線
な
ど
、
17
団
体
が
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し

た
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

６�

　
農
業
の
楽
し
さ
、
収
穫
の
喜
び

を
体
験
し
、
地
元
の
農
産
物
の
消

費
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
農
業
委
員

会
、
認
定
農
業
者
協
議
会
、
対
馬

農
協
の
共
催
に
よ
る
「
稲
刈
り
・

餅
つ
き
体
験
」
が
、
10
月
24
日
、

お
米
の
産
地
で
あ
る
上
県
町
佐
護

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
島
内
各

地
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
１
４
０

名
が
参
加
。
参
加
者
は
、
さ
わ
や

か
な
秋
晴
れ
の
下
、
ノ
コ
ギ
リ
の

よ
う
な
刃
の
つ
い
た
稲
刈
り
鎌
を

使
っ
て
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
を

次
々
に
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢
で
の
作
業
は

思
い
の
ほ
か
重
労
働
で
、
最
初
は

勢
い
が
よ
か
っ
た
作
業
も
次
第
に

ゆ
っ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
楽
し
そ
う
に
収
穫
し
て

い
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
後
、
会
場
を
湊
浜
シ

ー
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
移
し
、
餅

つ
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
子
供

た
ち
は
重
い
キ
ネ
に
足
元
を
ふ
ら

つ
か
せ
な
が
ら
も
、
係
員
に
コ
ツ

を
教
わ
り
な
が
ら
餅
を
つ
い
て
い

ま
し
た
。

　
公
民
館
講
座
を
通
し
て
生
涯
学

習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々

の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
、
活
動

の
成
果
を
披
露
す
る
毎
年
恒
例
の

「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
、
11
月
３

日
、
４
日
の
両
日
、
上
県
地
区
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
館

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
館
内
に
は
、
陶
芸
、
硯
石
、
木

工
細
工
、
生
け
花
な
ど
の
様
々
な

作
品
と
共
に
、
町
内
の
保
育
園
児
、

小
中
学
生
か
ら
絵
画
や
書
道
作
品

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の

作
品
も
作
者
の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り

注
が
れ
た
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
で

し
た
。

　
ま
た
、
陶
芸
講
座
、
茶
の
湯
の

実
演
コ
ー
ナ
ー
、
野
草
講
座
に
よ

る
野
草
茶
等
の
試
飲
試
食
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
方
々
が

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
い
き
い
き
豊
玉
ま
つ
り
（
文
化

祭
・
産
業
祭
）
が
11
月
６
日
と
７

日
、
「
豊
玉
町
文
化
の
郷
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
祭
は
、
菊
花
展
や
子
ど
も

た
ち
の
絵
画
、
習
字
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
公
会
堂
事

業
で
は
少
年
の
意
見
発
表
会
、
ア

ニ
メ
の
上
映
、
高
齢
者
教
養
講
座
、

芸
能
発
表
が
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た

人
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
産
業
祭
は
、
新
鮮
な
農
林
水
産

物
の
即
売
会
、
各
種
団
体
に
よ
る

バ
ザ
ー
、
地
元
バ
ン
ド
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
、
か
わ
い
い
保
育
園
児

に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
対
馬
特
産
の
「
そ

ば
打
ち
」体
験
コ
ー
ナ
ー
、訪
れ
た

人
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
い

い
き
い
き�

　
　
豊
玉
ま
つ
り�
実
り
の
秋
、�

収
穫
の
喜
び
を
体
験
！�

上
県
地
区�

　
　
公
民
館
ま
つ
り�

�

上
対
馬
町�

　
文
化
祭
・
文
化
展�



７�

き
い
き
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
も

開
設
さ
れ
血
圧
の
測
定
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
対
州
馬
の
乗
馬
体

験
、
餅
つ
き
体
験
、
マ
グ
ロ
の
解

体
シ
ョ
ー
、
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ

の
計
量
ク
イ
ズ
と
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
11
月
６
日
〜
７
日
、
美
津
島
体

育
館
で
第
１
回
み
つ
し
ま
町
文
化

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
児
童
・
生
徒
の
絵

画
や
習
字
を
は
じ
め
、
公
民
館
講

座
や
婦
人
学
級
、
サ
ー
ク
ル
活
動

で
製
作
さ
れ
た
書
道
・
陶
芸
・
押

し
花
・
洋
裁
等
の
作
品
８
０
０
点

以
上
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

陶
芸
や
折
り
紙
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
め
る
催
し
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
日
に
は
、
文
化
協
会

の
発
表
会
も
同
時
開
催
さ
れ
、
詩

吟
・
舞
踊
・
コ
ー
ラ
ス
等
26
の
演

目
が
披
露
さ
れ
、
見
事
な
演
技
に

来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
、

知
宮
前
バ
ス
停

か
ら
国
道
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
で

「
第
25
回
み
つ
し
ま
駅
伝
大
会
」

が
、
20
チ
ー
ム
、
80
人
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
天
候
も
良
く
、
暖
か

い
日
差
し
の
中
、
競
技
が
行
わ
れ
、

一
般
の
部
で
美
津
島
バ
ス
ケ
ッ
ト

チ
ー
ム
が
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た
小
・
中

学
生
の
部
で
は
、
今
里
剣
道
部
Ｂ

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】
《
一
般
の
部
》
①

美
津
島
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
有
富
隆
志
、

高
松
将
太
、
薄
本
聡
、
阿
比
留
章

好
）
39
分
23
秒
②
た
け
し
軍
団
39

分
51
秒
③
美
津
島
ク
ラ
ブ
40
分
19

秒
《
小
・
中
学
生
の
部
》
①
今
里

中
剣
道
部
Ｂ
（
吉
村
克
希
、
日
下

部
靖
成
、
高
雄
順
大
、
早
田
英
之
）

41
分
05
秒
②
今
里
中
剣
道
部
Ｃ
42

分
31
秒
③
今
里
中
剣
道
部
Ａ
42
分

37
秒
《
区
間
賞
》
▼
１
区
（
2.5
㎞
）

久
田
隆
（
海
自
対
馬
防
備
隊
Ａ
）

７
分
49
秒
▼
２
区
（
2.5
㎞
）
小
島

拓
郎
（
た
け
し
軍
団
）
８
分
01
秒

▼
３
区
（
2.5
㎞
）
黒
岩
洋
介
（
美

津
島
ク
ラ
ブ
）
８
分
02
秒
▼
４
区

（
4.1
㎞
）
土
肥
正
幸
（
今
里
ク
ラ

ブ
）
11
分
59
秒
（
新
記
録
）

　
第
４
回
全
九
州
還
暦
野
球
大
会

が
、
11
月
６
日
か
ら
８
日
の
３
日

間
、
九
州
各
県
か
ら
の
15
チ
ー
ム

と
対
馬
の
「
対
馬
や
ま
ね
こ
ク
ラ

ブ
」
が
参
加
し
て
、
厳
原
総
合
運

動
公
園
、
対
馬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
還
暦
と
は
思
え
な
い

若
さ
あ
ふ
れ
る
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

プ
レ
ー
の
連
続
で
、
決
勝
に
は
、

熊
本
県
代
表
の「
熊
本
ス
タ
ー
ズ
」

と
長
崎
県
代
表
「
ア
イ
ケ
ン
医
院

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
が
進
出
。

　
優
勝
し
た
の
は
、
熊
本
ス
タ
ー

ズ
で
、
同
大
会
３
連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
賞
は
、
最

優
秀
選
手
に
村
岡
欣
一
選
手
（
熊

本
ス
タ
ー
ズ
）
、
敢
闘
賞
に
は
森

山
邦
広
選
手
（
ア
イ
ケ
ン
医
院
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
対
馬
に
訪
れ
た

選
手
は
２
４
６
名
。
野
球
を
楽
し

む
だ
け
で
な
く
、
対
馬
の
お
い
し

い
料
理
や
お
酒
に
大
満
足
で
し
た
。

み
つ
し
ま
町�

　
　
　
文
化
ま
つ
り�

�

み
つ
し
ま�

　
　
　
駅
伝
大
会�

�

対
馬
で
野
球
の�

　
　
　
　
九
州
大
会�

―
第
４
回
全
九
州
還
暦
野
球
大
会
―

ハツラツとしたプレー�優勝した熊本スターズ�
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10
月
28
日
、
美
津
島
町
総
合
運

動
公
園（
対
馬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
）

多
目
的
広
場
で
、
長
崎
県
健
や
か

長
寿
財
団
主
催
の
「
第
１
回
ペ
タ

ン
ク
交
流
対
馬
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ

く
り
を
支
援
し
、
大
会
は
、
市
内

か
ら
34
チ
ー
ム
約
１
２
０
名
が
参

加
し
て
、
ペ
タ
ン
ク
競
技
の
ル
ー

ル
説
明
を
受
け
た
あ
と
に
、
予
選

リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

行
い
、
ペ
タ
ン
ク
競
技
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
ペ
タ
ン
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま

れ
の
競
技
で
、
相
手
の
ボ
ー
ル

（
鉄
球
）
よ
り
、
目
標
の
的
（
ビ

ッ
ト
）
に
、
ど
れ
だ
け
自
分
達
の

ボ
ー
ル
を
近
づ
け
る
事
が
で
き
る

か
競
う
競
技
で
す
。
冬
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
行
わ
れ
る
「
カ
ー
リ
ン

グ
」
競
技
に
似
た
ゲ
ー
ム
で
、
最

近
は
日
本
で
も
競
技
人
口
が
増
え

て
、
全
国
大
会
も
開
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ル
ー
ル
が
簡
単
で
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
上
の
コ
ー
ト
の
よ

う
に
広
い
場
所
も
必
要
と
し
な
い

た
め
、
お
年
寄
り
で
も
手
軽
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
第
１
回
対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
11
月
５

日
に
あ
そ
う
ベ
イ
パ
ー
ク
多
目
的

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
す
が
す
が
し
い
天
候

と
き
れ
い
に
刈
ら
れ
た
芝
生
の
会

場
で
行
わ
れ
た
大
会
は
、
市
内
各

町
か
ら
５
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
６

人
）
が
出
場
し
、
30
チ
ー
ム
で
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
16
ホ
ー
ル
で
競
技
さ

れ
、
出
場
の
各
チ
ー
ム
上
位
５
名

の
合
計
打
数
で
順
位
が
決
ま
り
ま

し
た
。

【
大
会
結
果
】
《
団
体
戦
》
①
な

る
た
き
（
上
対
馬
）
1
8
9
打
②

唐
舟
志
（
上
対
馬
）
2
0
4
打
③

長
命
会
（
上
対
馬
）
2
0
9
打

《
個
人
戦
》
①
園
田
稲
雄
（
な
る

た
き
）
33
打
②
玖
須
福
造
（
な
る

た
き
）
34
打
③
糸
瀬
昭
（
唐
舟
志
）

37
打

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
康

増
進
と
地
域
住
民
同
士
の
親
睦
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
11
月
14
日
、

教
育
委
員
会
上
県
事
務
所
の
主
催

に
よ
る
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
上
県
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
は
、
ゴ
ム
で
で
き

た
弾
力
性
の
あ
る
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
行
う
た
め
、
簡
単
、
安
全
で
老

若
男
女
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
今
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
男
子

の
部
に
４
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
に

13
チ
ー
ム
が
参
加
。
約
１
２
０
名

が
出
場
し
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者

は
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
爽

や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、

対
馬
北
地
区
防
犯
協
会
、
対
馬
北

警
察
署
の
主
催
に
よ
る
第
21
回
少

年
柔
道
剣
道
大
会
が
11
月
７
日
、

比
田
勝
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
旧
上
県
郡
の
３
町
か
ら
柔
道

に
２
チ
ー
ム
、
剣
道
に
７
チ
ー
ム
、

約
１
３
０
名
の
小
中
学
生
が
出
場

し
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
の
競
技
開
始
と
共
に
、

会
場
で
は
学
年
別
に
よ
る
団
体
戦
、

個
人
戦
が
行
わ
れ
、
会
場
に
詰
め

か
け
た
数
多
く
の
保
護
者
の
声
援

を
背
に
、
子
供
た
ち
は
精
一
杯
競

技
し
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】
１
位
の
み

《
柔
道
団
体
》
玄
武
会
Ｂ
《
柔
道

個
人
》
▼
小
学
１
・
２
年
の
部
＝

梅
野
奈
津
季
（
玄
武
会
）
▼
小
学

３
・
４
年
の
部
＝
前
野
智
輝
（
玄

武
会
）
▼
小
学
５
・
６
年
の
部
＝

大
谷
叶
（
玄
武
会
）

《
剣
道
団
体
》
▼
小
学
４
年
以
下

の
部
＝
豊
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
▼
小

学
５
・
６
年
の
部
＝
講
道
会
Ａ
▼

中
学
の
部
＝
比
田
勝
中
Ａ
《
剣
道

個
人
》
▼
小
学
１
・
２
年
の
部
＝

豊
田
奈
央
（
講
道
会
）
▼
小
学
３

・
４
年
の
部
＝
森
寛
太（
講
道
会
）

▼
小
学
５
・
６
年
の
部
＝
内
山
琢

巳（
講
道
会
）
▼
中
学
女
子
の
部

＝
山
田
幸
恵
（
佐
護
中
）
▼
中
学

男
子
の
部
＝
松
村
栄
太
郎
（
比
田

勝
中
）

　
第
１
回
ペ
タ
ン
ク�

　
　
　
交
流
対
馬
大
会�

  
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会�

�

第
８
回
　
上
県
町�

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会�

�

第
21
回
対
馬
北
地
区�

防
犯
少
年
柔
道
剣
道
大
会�

�
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団
体
の
活
動
を
通
じ
て
納
税
道

義
（
人
の
行
う
正
し
い
道
）
の
高

揚
（
強
く
高
め
る
こ
と
）
に
功
績

が
あ
っ
た
と
し
て
、
11
月
５
日
、

福
岡
で
厳
原
の
白
石
洋
司
（
社
団

法
人
対
馬
法
人
会
会
長
、
社
団
法

人
長
崎
県
法
人
会
連
合
会
副
会
長
）

さ
ん
が
、
平
成
16
年
度
福
岡
国
税

局
長
納
税
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
税
を
考
え
る
週
間
（
11

月
11
日
〜
17
日
）
を
前
に
、
11
月

10
日
、
厳
原
で
平
成
16
年
度
厳
原

税
務
署
長
納
税
表
彰
が
行
わ
れ
、

納
税
意
識
の
高
揚
に
功
績
が
あ
っ

た
方
々
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

【
税
務
署
長
納
税
表
彰
受
賞
者
】

〇
梅
野
和
彦
（
豊
玉:

対
馬
関
税

会
副
会
長
、
社
団
法
人
対
馬
法
人

会
理
事
）
〇
國
川
静
男
（
厳
原:

対
馬
小
売
酒
販
組
合
副
理
事
長
）

【
税
務
署
長
感
謝
状
受
贈
者
】

〇
溝
川
秀
樹
（
厳
原:

九
州
北
部

税
理
士
会
博
多
支
部
厳
原
分
会

長
）
〇
山
岡
賢
吾
（
上
対
馬:

対

馬
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
副
会

長
）

　
11
月
11
日
、
平
成
16
年
度
の
税

に
関
す
る
作
文
と
標
語
の
入
選
作

が
、
厳
原
税
務
署
か
ら
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
厳
原
税
務
署
管
内
の
受
賞
者
で
、

中
学
生
の
作
文
と
標
語
の
最
高
賞

を
受
賞
し
た
の
は
、
大
船
越
中
学

校
３
年
の
西
川
あ
や
の
さ
ん
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
年
金
と
税
金
に

つ
い
て
書
い
た
作
文
「
税
の
大
切

さ
」
で
は
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
優
秀
賞
を
、
標
語
の
「
ゆ

と
り
あ
る
　
明
る
い
未
来
に
　
生

き
る
税
」
で
は
、
福
岡
国
税
局
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
主
な
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
中
学
生
の
作
文
】
▽
長
崎
県
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
「
税
と

共
に
生
き
る
」
神
宮
竜
弥
（
佐
護

中
学
校
３
年
）

【
中
学
生
の
標
語
】
▽
長
崎
県
租

税
教
育
推
進
協
議
会
代
表
幹
事
賞

「
愛
さ
れ
る
　
あ
な
た
の
地
域
　

支
え
る
税
」
桐
谷
美
里
（
佐
須
中

学
校
３
年
）

【
高
校
生
の
作
文
】
▽
福
岡
国
税

局
長
賞
「
高
齢
者
社
会
を
支
え
る

税
」
黒
岩
由
貴（
豊
玉
高
校
３
年
）

▽
長
崎
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

代
表
幹
事
賞「
新
た
な
税
の
存
在
」

川
元
美
加
（
対
馬
高
校
３
年
）

　
第
14
回
豊
玉
町
少
年
の
意
見
発

表
会
が
11
月
６
日
、
対
馬
市
公
会

堂
で
開
か
れ
、
日
頃
生
活
の
中
で

感
じ
て
い
る
こ
と
や
社
会
に
対
す

る
希
望
、
未
来
へ
の
提
言
、
夢
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
小
学
生
の
部
５
名
、

中
学
生
の
部
５
名
、
高
校
生
の
部

２
名
で
、
発
表
内
容
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」、「
対
馬
の
自
然
」
、

「
家
族
」、「
命
の
尊
さ
」、「
戦
争
」、

「
友
達
」
な
ど
い
ろ
ん
な
分
野
に

わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
自

分
の
言
葉
で
発
表
し
、
ど
れ
も
素

晴
ら
し
い
内
容
ば
か
り
で
し
た
。

　
中
学
生
の
部
で
、
波
田
あ
か
ね

さ
ん
（
加
志
々
中
２
年
生
）
は
、

映
画
「
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
を

見
て
、
戦
争
の
残
酷
さ
、
命
の
大

切
さ
、
温
か
い
心
を
育
て
、
こ
の

世
界
か
ら
戦
争
を
な
く
そ
う
と
主

張
し
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
優
秀
賞
の
里
幸
美
さ
ん
（
豊

玉
中
２
年
生
）
と
２
名
で
、
来
年

２
月
に
行
わ
れ
る
第
４
回
対
馬
少

年
の
主
張
大
会
に
出
場
し
、
長
崎

県
大
会
へ
の
出
場
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
11
月
15
日
、
県
政
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
対
馬
を
訪
れ
て
い
た

女
優
の
黒
田
福
美
さ
ん
が
、
対
馬

高
校
で
国
際
文
化
交
流
コ
ー
ス

（
１
年
19
名
、
２
年
22
名
）
の
授

業
の
見
学
と
講
演
を
行
い
、
生
徒

た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
黒
田
さ
ん
は
、
日
韓
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
理
事
に
な
る
な
ど
韓
国

通
と
し
て
知
ら
れ
、
対
馬
高
校
で
、

韓
国
語
を
学
ぶ
生
徒
が
い
る
こ
と

を
聞
い
て
訪
れ
た
も
の
で
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、
黒
田
さ
ん
が
韓

国
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
や

体
験
談
を
、
真
剣
な
眼
差
し
で
聞

い
て
い
ま
し
た
。

納
税
表
彰�

�

税
に
関
す
る
作
文
と�

標
語
の
入
選
作
決
ま
る�

少
年
の
意
見
発
表
会�

�

黒
田
福
美
さ
ん�

　
対
馬
高
校
訪
問�

�

受賞の白石洋司さん�

受賞の西川あやのさん�

受賞の波田あかねさん�
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対
馬
市
消
防
署
と
厳
原
第
１
分

団
か
ら
第
５
分
団
が
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
期
間
（
11
月
９
日
〜
15

日
）
に
あ
わ
せ
、
11
月
14
日
に
、

旧
対
馬
交
通
ホ
テ
ル
を
使
っ
て
、

消
火
と
救
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

実
際
の
建
物
を
使
っ
て
の
訓
練

は
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
だ
っ

た
よ
う
で
、
テ
キ
パ
キ
と
動
く
団

員
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
11
月
７
日
、
対
馬
市
消
防
団
美

津
島
地
区
消
防
団
で
は
、
午
前
中

に
幹
部
団
員
が
各
分
団
の
機
械
点

検
状
況
等
を
視
察
し
た
後
、
午
後

か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
つ
し
ま
の
多

目
的
広
場
に
集
合
し
、
礼
式
訓
練

と
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
冬
の
火
災
多
発
期
を

前
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
こ
の
日
始
め
て
放
水
す
る
と
い

う
新
入
団
員
も
い
て
、
幹
部
団
員

か
ら
厳
し
い
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
15
日
、
上
対
馬
町
比
田
勝

港
岸
壁
で
、
旅
客
船
事
故
対
策
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
フ
ェ
リ
ー
あ
が
た
」
か
ら
火

災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、

巡
視
艇
に
よ
る
消
火
活
動
、
救
急

隊
に
よ
る
負
傷
者
の
搬
出
等
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
船
上
で
発
煙
筒
が
た
か
れ
、

「
火
災
発
生
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

に
よ
り
訓
練
開
始
。
訓
練
に
参
加

し
た
の
は
、
比
田
勝
海
上
保
安
署
、

対
馬
市
消
防
本
部
上
対
馬
出
張

所
、
九
州
郵
船(

株)

、
博
多
海
陸

運
送(

株)

比
田
勝
出
張
所
で
、
真

剣
な
表
情
で
訓
練
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

男
性
ば
か
り
の
消
防
団
に
入
団

を
決
め
た
女
性
は
、
美
津
島
町
に

住
む
阿
比
留
由
美
さ
ん
。

　
阿
比
留
さ
ん
は
厳
原
町
久
田
の

会
社
で
事
務
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
が
、
同
地
区
の
厳
原
第
６
分

団
長
よ
り
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
11
月
９
日
に
消
防
団
の
制
服
を

渡
さ
れ
た
彼
女
は
、
「
少
し
恥
ず

か
し
い
け
ど
、
身
が
引
き
締
ま
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
消
防
署
に
も

足
を
運
ん
で
、
一
生
懸
命
勉
強
し

ま
す
。
」
と
、
張
り
き
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
本
部
付
け
で

消
防
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
災
害
の

後
方
支
援
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と

に
な
る
そ
う
で
す
。

11
月
４
日
、
対
馬
市
に
な
っ
て

初
め
て
、
美
津
島
町
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
（
江
嶋
慶
子
会
長
・
ク
ラ
ブ

員
数
35
名
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
成
式
で
、
江
嶋
会
長
が
、

「
自
分
の
家
庭
、
地
域
か
ら
火
災

を
出
さ
な
い
防
火
意
識
の
徹
底
で
、

火
災
の
な
い
町
に
な
る
よ
う
活
動

し
ま
す
。
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
対
馬
市
少
年
婦
人
防

火
委
員
会
（
阿
比
留
仁
志
会
長
）

で
組
織
す
る
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

豆
酘
地
区
と
美
津
島
町
の
２
ク
ラ

ブ
に
な
り
、
同
委
員
会
で
は
、
今

後
と
も
各
町
に
ク
ラ
ブ
の
結
成
を

働
き
か
け
、
防
火
意
識
の
向
上
に

努
め
、
火
災
の
な
い
対
馬
市
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
初
日

の
11
月
９
日
、
豊
玉
町
で
、
仁
位

保
育
所
園
児
を
先
頭
に
、
対
馬
交

通
豊
玉
営
業
所
か
ら
豊
玉
支
所
ま

で
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
、
町
ゆ

く
人
々
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
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ン

（中央）根津組合長、（左）山根さん�

　
灯
台
記
念
日
に
あ
わ
せ
、
11
月

４
日
、
灯
台
の
巡
回
点
検
時
に
、

見
回
り
用
船
の
提
供
な
ど
、
航
路

標
識
業
務
に
協
力
さ
れ
た
豊
玉
町

漁
業
協
同
組
合
（
根
津
廣
次
組
合

長
）
に
海
上
保
安
庁
長
官
か
ら
、

峰
町
志
多
賀
の
山
根
久
美
男
さ
ん

に
、
対
馬
海
上
保
安
部
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、
佐
須
奈
保
育
所

（
園
児
32
名
）
で
比
田
勝
海
上
保

安
署
に
よ
る
環
境
教
室
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
形
式
の
寸
劇

と
紙
芝
居
が
行
わ
れ
、
ご
み
を
捨

て
ず
に
き
れ
い
な
海
を
大
切
に
し

よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
寸
劇
で
は
、
き
れ
い
な
海
を
守

る
「
う
み
ま
る
」
と
、
海
を
汚
す

「
ゴ
ミ
ま
る
」
が
登
場
。
「
う
み

ま
る
」
の
正
義
の
必
殺
パ
ン
チ
が

「
ゴ
ミ
ま
る
」
を
や
っ
つ
け
る
と

園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
10
月
22
日
、
峰
町
の
西
小
学
校

（
古
藤
省
吾
校
長
・
児
童
数
65
名
）

の
３
〜
６
年
生
42
名
が
、
清
流

「
三
根
川
」
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
三

根
川
の
現
状
を
見
て
、
身
近
な
環

境
問
題
に
目
を
向
け
さ
せ
、
郷
土

の
大
切
な
自
然
を
守
り
、
愛
す
る

心
を
育
む
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
、

三
根
川
の
中
里
か
ら
学
校
前
ま
で

の
約
２
km
を
、
学
年
別
に
清
掃
作

業
を
行
い
、
２
�
ト
ラ
ッ
ク
１
台

と
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の
ゴ
ミ
を

回
収
し
ま
し
た
。

　
11
月
14
日
、
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
�
知
ダ
ム

ま
で
の
往
復
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩

く
、
み
つ
し
ま
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー

ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
４
歳
か
ら
83
歳
ま
で

の
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、
色
づ

き
始
め
た
山
の
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
肥
満
予
防
、

体
力
増
強
に
適
し
た
運
動
で
す
。

日
頃
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
み

な
さ
ん
、
ま
ず
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
十
八
銀
行
対
馬
支
店
駐
車
場
そ

ば
の
道
路
が
通
り
や
す
く
な
っ
た

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
そ
れ
は
、
三
叉
路
の
角
に
住
む

大
山
森
生
さ
ん
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
角
の
と
こ
ろ
で
90
㎝
、
川
端
に

続
く
道
路
側
を
40
㎝
、
ご
自
分
の

敷
地
側
に
移
動
し
た
か
ら
な
の
で

す
。

　
奥
様
に
お
話
を
伺
う
と
「
今
ま

で
狭
い
三
叉
路
で
、
車
が
塀
や
標

識
と
接
触
す
る
事
故
が
多
か
っ
た

ん
で
す
。
自
分
も
車
を
運
転
し
て

い
て
、
通
り
に
く
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
古
い
家
を
壊
す
と
き
に

塀
も
移
動
し
た
ん
で
す
よ
。
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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〔問い合せ先〕 峰保健福祉センター�
                  TEL0920-88-0001

　峰支部では食生活改善普及月間（10月）にともない、「子どもの食生活を見直し、正
しい食習慣の普及定着」に力を入れています。峰町の小中学校3校でヘルスメイト
が各校のテーマにもとづき活動をおこないました。�

参加者とヘルスメイトが和気あいあいと楽しく調理をしました。調理終了後参加者の
アンケートから色々なご意見ご要望をいただきました。今後も皆さんの声を聞きなが
ら活動を続けて行きたいと思います。�

・東部中学校「貧血予防面も含めた体力アップを目指した食事」・・・親子対象�
・西部中学校「嫌いな食品を克服するメニュー」・・・・・親子対象�
・西小学校「体に良いおやつ作り」・・・・保護者対象�

①皮をむいたサツマイモは1～1.5角に切り茹でる。�
②椎茸はAの調味料で炊いて、しばらくしてからカゴで汁気をきって置く。�
③①をつぶし、小麦粉、だんご粉を入れ良くこねる。�
④③を10個位（適当）に分け、真ん中をへこませて蒸し器で蒸す。�
⑤④をすり鉢（ボール）に入れ、塩を入れて、すりこぎでつく。
⑥⑤にねばりがでたら、パット（片栗粉をひいて置く）に移し8個に分ける。
⑦⑥に②の椎茸を中に入れまるめる。�

しいたけ………200ｇ�
サツマ芋（皮むき）320ｇ�
水………………480cc�
小麦粉…………100g�
だんご粉………100ｇ�
塩………………小さじ1/2�
片栗粉…………少々�
�

水…………80cc�
砂糖………50g�
濃口醤油…大さじ11/2�
ミリン……大さじ1�
酒…………大さじ1�
�

材　料�

作
り
方�

A

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

�
（食生活改

善推進員）
�

（食生活改
善推進員）

�

料 理 紹 介 �料 理 紹 介 �



金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
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　秋に万物が実るということはどの国でも変わりはないでしょう？
　韓国の秋のイメージは、真っ赤な色を誇る柿や割れた「いが」にみっちりと詰まっている栗がダントツで、
テレビのコマーシャルにもよく使われています。その他にはりんご、梨、ナツメなども連想します。
　日本ではどうですか？　知り合いに聞いてみました。
「栗、きのこ、銀杏、どんぐり、米･･･」と答えました。
　‘ま～、似たもんだなぁ～’と思いながらも、ちょっと「きのこ」はなぜ入っているのでしょうか？「実」
といったら、「丸い」というイメージしか持っていない私にはピント来ないですね。キノコを横ではなくて、
上から見ると丸いけど。。。
　さて、話は一端、変わりますが、国際交流でもこの秋、実りがありました。
　対馬と釜山の影島区と姉妹縁組を結んでいることは皆様、ご存知でしょうか？同じ島という地域性を
生かした交流を通し、両地域の発展に繋げるために開いている行政セミナーが今年で10回目を迎えまし
た。行政セミナーは両地域の公務員が集まり、互いの行政政策を発表し、いい点を取り入れることを目指
しています。今年は11月16日、影島区で開催され、対馬からは木谷助役を始めとする総勢18名が参加
しました。影島区は図書館の運営事例について、対馬市は対馬と韓国の物的交流についての発表を行い
勉強しました。
　もう一つは、11月18日、厳原町観光協会が釜山で観光説明会を開きました。観光説明会では、釜山周辺
の旅行エージェントに対馬の観光地及び物産品を紹介します。そして、対馬に旅行客を連れて行く
エージェントの苦労や対馬で改善してほしい点を提案し、また一方で，対馬で観光客に守ってほしい点
などを話し合いました。今年も26社50名あまりの関係者が参加しました。
　19日は釜山の繁華街であるロッテデパートの前で、対馬の観光地のビデオをながしたり、パンフレット
を配ったりして、街の中での対馬宣伝にがんばりました。
　対馬は自然豊かな島です。そして、それが一番のメリットにもなります。これからは韓国からの観光客
に対馬の自然の大切さを知ってもらうと同時に､愛着をもって自然に接して頂けるように釜山事務所は
もっともっと頑張ります。対馬の自然がいつまでも綺麗でそして、対馬が有名になることが釜山事務所
の「実」なのですから。

観光説明会の様子�行政セミナーの参加者�



問合せ先　市民生活部税務課　TEL５３－６１１１�

�
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   法人の市民税は、対馬市内に事務所や事業所などを有する法人や�
人格のない社団などに課税される税金です。個人の市県民税と同様に均等割と、�
国税である法人税の額に応じて負担する法人税割とがあります。�

　　　　　　　　　　　　● 申 告 と 納 税●�
◆中間申告（予定申告）�
　[申告・納付期限]　事業年度開始の日以後6か月を経過した日から2か月以内[納付税額]　均等割額（年額）　     
　の半額と前事業年度の法人税割額の半額の合計額�
◇仮決算による中間申告�
　　均等割額（年額）の半額とその事業年度開始の日以後6か月の期間を1事業年度とみなして計算した法人
　税額を課税標準として計算した法人税割額の合計額�
◆確定申告�
　[申告・納付期限]　事業年度終了の日の翌日から原則として2か月以内�
　[納付税額]　均等割額と法人税割額との合計額（ただし、中間（予定）申告を行った税額がある場合には、
　その税額を差し引いた額）�
◆均等割申告�
　[申告・納付期限]　前年４月から３月までを均等割額の算定期間とし、４月３０日までに申告・納付�
　[納付税額]　均等割額�
　　※ 収益事業を営んでいない公共・公益法人など、または法人でない社団などで、均等割のみ課されるも
　       のが対象です（これらの法人などには均等割が減免される制度があります）。�
●設立・異動の届け出�
◇設立届�
　　市内において法人などが設立または事務所や事業所などの設置を行った場合は、設立届を提出してください。�
◇異動届�
　　法人などが、事業年度、名称、所在地、代表者、組織、資本などの金額などの変更を行った場合、または
　事務所や事業所などの解散、休業、廃止などを行った場合は、異動届を提出してください。�

�

●納税義務者�

●税額の算出方法�

                                 法人の種類                                      納める税の種類�

対馬市内に事務所や事業所がある法人                      均等割と法人税割�

対馬市内に寮・保養所などがあり、事務所や事業所がない法人       均等割のみ�

対馬市内に事務所や事業所などがある、公共・公益法人など、�
または法人でない社団などで、収益事業を営んでいないもの       均等割のみ�

             
資本金の金額

                                          年間税額�
                                                   市内の従業員数が５０人超     市内の従業員数が５０人以下�
              ５０億円超                 ３，６００，０００円　  ４９２，０００円　�
     １０億円超～５０億円以下        ２，１００，０００円　  ４９２，０００円　�
      １億円超～１０億円以下              ４８０，０００円　  １９２，０００円　�
   １，０００万円超～１億円以下     １８０，０００円　  １５６，０００円　�
         １，０００万円以下              １４４，０００円　     ６０，０００円�

市税は納期内に納めましょう。便利な口座振替をご利用ください。�

◆均等割　均等割額＝年間税額×事務所・事業所などを有していた月数÷12�
�

◆法人税割　　法人税割額＝課税標準となる法人税額×14.7％�
※２以上の市町村に事務所等をもつ法人については、法人税額を従業者数であん分して計算します｡�
�
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記帳のしかたや消費税の仕組み等についてお分かりにならない点が�
ありましたら、お気軽に厳原税務署までご相談ください。�

電話 0920-52-0645�
福岡国税局ホームページ　http://www.fukuoka.nta.go.jp

事業者の皆さんへ�
大切なお知らせです�

課税売上高が1,000万円を超えたら消費税の課税事業者！�

記帳や書類の保存がとても大切です！�
消費税の事業者免税点が�

1,000万円に引き下げられています�

どういうこと？�

例えば�
平成15年分の課税売上高が1,000万円を超えている個人の方は�
平成17年分消費税の課税事業者となります�

該当の方は�

速やかに「課税事業者届出書」を提出してください�
（簡易課税制度を選択される方は、「簡易課税制度選択届出書」の提出（平成17年に�
新たに課税事業者となる方の提出期限は平成17年12月31日です。）もお忘れなく！）�

17年1月から�

重要� 日々の記帳や書類の保存が必要です�
（例えば、簡易課税制度を選択されていない方は、帳簿と請求書等の保存が�
ないと、仕入れや経費の支払いの際の消費税分を控除することができません。）�

18年3月までに�

適正な記帳等に基づく消費税の申告と納税�
（振替納税のご利用や納税資金の積立てによる期限内納付をお願いします。）�

申
告
は
先
で
も
、
今
か
ら
準
備
が
必
要
で
す�
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　来年１月から、自動車リサイクル法が実施され、車を持っている方は�
リサイクル料金の支払いが必要になります。�
　リサイクル料金は（財）自動車リサイクル促進センターが管理して、�
車の解体・破砕後に残るシュレッダーダスト、エアコン冷媒のフロン、�
エアバッグなどのリサイクルや処理に使用されます。�
　料金は、新車は購入時に販売業者へ、今お持ちの車は１月以降の車検時に陸運支局
や整備業者へ、廃車する場合は登録引取業者へ支払うことになります。�
　料金は車種ごとにメーカーが決めていますが、軽自動車で５，０００円から
１０，０００円程度、小型車で６，０００円から１５，０００円程度です。ただし、
同車種でもエアコン、エアバッグの有無で料金が異なります。�

詳しくは、自動車リサイクル促進センターのホームページ　http://www.jarc.or.jp�
　　　　またはコールセンター　03－5673－7396（平日9:00～17:00まで）�
（※リサイクル料金の詳細については、各メーカーのホームページをご覧ください。）�
�

　ゴミをどこにでも捨てることや、ドラム缶や家庭用の焼却炉などで焼くと法律
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）で罰せられます。�
　一般家庭のゴミは、種類ごとに分別をして収集日に出すか、対馬クリーンセンター
に持ち込むなどして適正な処理をお願いします。また、事業者のゴミ（産業廃棄物）
は処理業者に委託などして処理願います。�
■■■廃棄物の処理及び清掃に関する法律■■■�
【罰則規定】�
第25条　第16条（投棄禁止）の規定に違反して廃棄物を捨てた者･･･（中略）�
　･･･５年以下の懲役若しくは一千万以下の罰金に処し、又はこれを併科する。�
第26条　第16条の２（焼却禁止）の規定に違反して廃棄物を焼却した者･･･（中略）
　･･･３年以下の懲役若しくは３百万以下の罰金に処し、又はこれを併科する。�

               【問合せ先】家庭ゴミの処理については、�
　　　　　　               対馬市役所市民課（53-6111）または各支所住民生活課まで�
　　　　　　               事業系のゴミ（産業廃棄物）の処理については、�
　　　　　　               対馬保健所衛生環境課（52-0166）�

これまで父母が未婚の子どもは、父母との続柄は「男」・「女」としか戸籍には記載
されていませんでしたが、平成16年11月１日から出生届で「長男（二男）」・「長
女（二女）」と記載できるようになりました。  �
　戸籍の続柄欄を改めたい方は、本籍地の市町村役場に申し出をお願いします。申し
出により続柄欄の記載を改めることができます。�

◎詳しくは、対馬市役所市民課（TEL0920‐53‐6111）、�
　　　　　　長崎地方法務局対馬支局（TEL0920‐52‐6463）までお尋ねください。�

１７年１月から『自動車リサイクル法』が始まります。�１７年１月から『自動車リサイクル法』が始まります。�

ゴミ（廃棄物）の不法投棄・焼却（野焼き）は禁じられています�
�
ゴミ（廃棄物）の不法投棄・焼却（野焼き）は禁じられています�
�

戸籍からのお知らせ�
�
戸籍からのお知らせ�
�
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毎年１月は、農業委員会委員選挙人名簿の調製月です。名簿登録を希望される方は、
申請書を提出してください。

【提出期限】平成１７年１月１０日�
【認定要件】�
　◎対馬市に住所のある20歳（昭和60年４月１日以前生まれ）以上の方で、経営面積や�
　　従事日数が次の条件を満たした方�
　　①経営主：経営面積10アール以上で、耕作の業務を営んでいること�
　　②配偶者、家族：経営者と同居し、年間農業従事日数が６０日以上�
　　③農業生産法人の組合員、社員または株主：経営面積10アール以上で、耕作の業務を営んで、�
　　　年間農業従事日数が６０日以上�

厳原町今屋敷６７０�
厳原町東里３５－１�
厳原町久田４３２�
厳原町豆酘２２８６－４�
美津島町鶏知乙５８８－２�
上対馬町比田勝７２０－２�
�

５２－０１３４�
５２－３３０６�
５２－２８４３�
５７－０７４０�
５４－２３６６�
８６－２２３８�
�

対馬市全域�
対馬市全域�
対馬市全域�
対馬市全域�
対馬市全域�
対馬市全域�
�

５歳児（１年保育）�
４歳児（２年保育）�
３歳児（３年保育）�

�

平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生�
平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生�
平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生�
�

各園　　３５名�
各園　　３５名�
各園　　２０名�
�※ 鶏鳴幼稚園に新設予定の「３歳児（３年保育）」については、応募者が５名に満たない場合新設を見送ります。�

�

平成１６年１２月１日（水）�
～平成１７年１月１４日（金）�

募集園及び下表の教育委員会各事務所に用意しており�
ます「入園申込用紙」に、必要事項を記入のうえ、教�
育委員会各事務所に提出ください。�
�

５歳児�
�

４歳児�
�

３歳児�

（１年保育）�
�

（２年保育）�
�

（３年保育）�
�

入園料�
保育料�
入園料�
保育料�
入園料�
保育料�
�

８，０００円�
５，９００円�
８，０００円�
５，９００円�

１１，０００円�
８，８００円�

�

５２－１２１１�

５４－２２７１�

５８－１１１１�

８３－０３０１�

８４－２３１１�

８６－３２１２�

�※ なお、入園料・保育料については、国の基準単価を使用しているため、改定されることもあります。�

・募集人員を超える場合は、抽選で入園者を決定します。�
　　抽　選　日・・・平成１７年１月２８日（金）　　抽選場所・・・各幼稚園�
・抽選にもれた場合、定員に満たない他の園があれば、再度申し込むことができます。�
　　再募集期間・・・平成１７年１月３１日（月）～平成１７年２月４日（金）�
　　再募集の詳細については後日お知らせします。�
・現在在園中の園児については申込の必要はありません。�
・退園希望者については、各園に申し出ください。�
【問合せ先】対馬市教育委員会　学校教育課　TEL０９２０－８６－３２１２�

対馬市教育委員会厳原事務所�

対馬市教育委員会美津島事務所�

対馬市教育委員会豊玉事務所�

対馬市教育委員会峰事務所�

対馬市教育委員会上県事務所�

対馬市教育委員会本庁（上対馬事務所）�

厳 原 幼 稚 園 �
北 幼 稚 園 �
久 田 幼 稚 園 �
豆 酘 幼 稚 園 �
鶏 鳴 幼 稚 園 �
比 田 勝 幼 稚 園 �

園　　　名� 住　　　　　　所� 電　　　話� 通園区域�

■募 　 集 　 園�

■募　集　人　員�

■入園料・保育料�

■そ 　 の 　 他 �

■募　集　期　間� ■申　込　方　法�

【問合せ・申請先】各支所産業振興課農林班、対馬市農業委員会（TEL 0920‐84‐2401）�

ー教育委員会からのお知らせー�

平成17年度�対馬市立幼稚園の入園児を募集します！�

対馬市農業委員会からのお知らせ�
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≪ 非 常 通 報 装 置 の 利 用 の し か た ≫ �

　利用方法�
ふたを開け、受話器をとりそのまましばらくお待ち�
下さい。消防本部通信指令室に自動的にダイヤルし�
ます。ご用件をお話下さい。�

火災や救急出場で出張所がしばらくの間、無人となることがあります。�
この時に消防署・出張所に事故や急病等で駆け込んで来られる方は、玄関脇に設置している�
非常通報装置をご利用下さい。�

消 防 署 か ら の お 知 ら せ �

国民年金�
コーナー�
国民年金�
コーナー�
国民年金�
コーナー�

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
が
確
定
申
告
（
年
末

調
整
）
す
る
場
合
は
、
納
め
た
保
険
料
は
全
額

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
納
付
し
た
証
明
に
領
収
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
を
な
く
さ
れ
た
方

は
お
早
め
に

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
を
な
く
さ
れ
た

　
方
は
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
証
明
書
を
申

　
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
申
請
用
紙
は
、
各
支
所
年
金
係
の
窓
口
に
備

　
え
付
け
て
い
ま
す
が
、
長
崎
社
会
保
険
事
務

　
局
長
崎
北
事
務
所
へ
送
付
す
る
必
要
が
あ
り

　
ま
す
。
回
答
に
１
〜
２
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま

　
す
の
で
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】�

　
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
　
長
崎
北
事
務
所�

　
☎
０
９
５
―
８
６
１
―
１
２
１
１�

　
ま
た
は
各
支
所
年
金
係
ま
で�

　
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
は
、�

　
確
定
申
告
や
年
末
調
整
に
必
要
で
す�

◎
平
成
17
年
１
月
６
日（
木
）�

　
９
時
〜
15
時�

　
厳
原
町
文
化
会
館�

◎
平
成
17
年
１
月
７
日（
金
）�

　
10
時
〜
15
時�

　
美
津
島
支
所
別
館
会
議
室�

●
社
会
保
険
事
務
局
の�

　
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　携帯電話からの１１９番について�

現在、携帯電話での１１９番通報は、長崎市消防局が�
でます。�
長崎市消防局から対馬市消防本部へ転送する仕組みに�
なっていますが、音声が伝わりにくくなっていますの�
で、ご注意下さい。�

消防本部通信指令室へ直接�
かけられる場合は下記の番�
号をご利用下さい。�

０９２０－５２－０１１９�
� 　
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２
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区　　分� 厳原町� 美津島町� 豊玉町� 峰　町� 上県町� 上対馬町� 対馬市全体�

交通事故情報� 平成16年11月30日現在�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

33�

-3�

1�

0�

38�

-5

34�

9�

1�

1�

55�

19

6�

-3�

0�

0�

8�

-2

6�

4�

2�

2�

7�

5

6�

1�

0�

0�

10�

3

4�

－8�

0�

0�

5�

－10

89�

0�

4�

3�

123�

10

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正�

さ
れ
ま
し
た

　
保
護
命
令
の
対
象
を
、
子
ど
も

や
離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
退
去
命
令
の
期

間
を
２
ヶ
月
に
延
長
す
る
な
ど
を

柱
と
し
た
改
正
法
が
成
立
し
、
平

成
16
年
12
月
２
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
改
正
内
容

①「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」の
定
義

　
拡
大

②
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

③
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化

　
な
ど

詳
し
く
は
、

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
室

☎
０
９
５
―
８
２
２
―
４
７
２
９

ま
で
。

�

募
集
学
生

教
養
学
部
＝
全
科
履
修
生
（
卒
業

を
目
指
す
）・
選
科
履
修
生
（
１
年

間
在
学
）・
科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月

間
在
学
）

大
学
院
＝
修
士
選
科
生
（
新
設
・

１
年
間
在
学
）・
修
士
科
目
生
（
６

ヶ
月
間
在
学
）

願
書
受
付

　
平
成
16
年
12
月
15
日
か
ら

　
平
成
17
年
２
月
28
日
ま
で

入
学
日（
授
業
開
始
日
）

　
平
成
17
年
４
月
１
日

放
送
大
学
の
特
徴

・
働
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
で
き
、

　
大
学
卒
業
の
資
格
が
取
得
で
き

　
ま
す
。

・
学
び
た
い
科
目
は
、
１
科
目
だ

　
け
で
も
学
習
で
き
ま
す
。

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

授
業
の
方
法

・
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
で

　
視
聴
テ
レ
ビ
２
０
５
ｃ
ｈ
、
ラ

　
ジ
オ
５
０
０
ｃ
ｈ

・
学
習
セ
ン
タ
ー
で
視
聴（
貸
出
可
）

問
合
せ
先

〒
８
５
２
―
８
５
２
１

長
崎
市
文
教
町
１
番
14
号

長
崎
大
学
総
合
教
育
研
究
棟
３
階

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
―
８
１
３
―
１
３
１
７

ゲンカイツツジ、ヒトツバタゴ、ヤマボウシ etc･･･�
対馬には対馬特有の花がいろいろありますが、�
最近その数が減少してきています。�
対馬らしい花いっぱいの風景に戻すために、�
みなさんも一緒に活動しませんか。�
随時、会員募集していますので、是非ご入会下さい。�

年会費…個人　３，０００円、団体　５，０００円�

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で�

　
悩
ん
で
い
る
方
へ�

　
放
送
大
学 

平
成
17
年
度�

　
第
１
学
期
学
生
募
集�

「ＮＰＯ対馬の花で島おこし」入会募集案内�
“対馬を花咲きほこる島にしよう”“対馬を花咲きほこる島にしよう”�“対馬を花咲きほこる島にしよう”“対馬を花咲きほこる島にしよう”�“対馬を花咲きほこる島にしよう”�

平成16年度  活動予定�

　お問い合わせ・お申し込みは�
「ＮＰＯ対馬の花で島おこし」では、毎月第３日曜日を�
『ＮＰＯの日』として定め各種活動を行っています。�

H16/12/19�

H17/ １/16�

２/20�

２/27�

３/ ６�

峰地区………志越公園予定地（整備）�

豊玉地区……卯麦（植樹）�

上県地区……樫滝（植樹）�

上対馬地区…津和（植樹）�

峰地区………志越公園予定地（植樹）�

●ＮＰＯ対馬の花で島おこし�
�
�
�
●対馬市役所　各支所　�
　　　　　　　産業振興課�
�

http://www.tsushima.npo-jp.net/�
TEL/FAX  0920-58-8268�
E-mail tsushima@npo-jp.net�
�

h
ttp

:/
/

w
w

w
.u

-air.ac.jp
/

h
p
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～緊急でない要件は「♯9110」または最寄の警察署に～�
　110番は緊急の事件・事故を受け付ける専用の電話です。昨年１年間の通報件数は約９万件でした。�
その中には、落し物や道案内、家庭内の相談など緊急でない通報が約３万件ありました。このことで�
緊急の事件・事故などに迅速に対応できない状況になっています。通報の全ては、長崎県警察本部通�
信司令室につながり地元の警察署にはつながりません。緊急時のみの１１０番通報にご協力ください。�

・家庭の電話、携帯電話などから局番なしで「１１０」をダイヤルしてください。�

・電話がつながったら�

　　●「事件」か「事故」か�

　　●発生場所は、「長崎県」の「○○市」「○○町」と目印になる目標物�

　　●事件なら、犯人はどんな格好で、どんな手段でどちらの方向に逃げたか。�
　　　事故ならケガ人や被害の状況�

　　●あなたの名前と電話番号など�

　をはっきりと落ち着いて伝えてください。�

対馬北警察署…８４－２１１０　対馬南警察署…５２－０１１０�
�
�

平成17年度助成事業応募要領（離島人材育成募金助成事業）�

……… 離島に在住している人、もしくは離島で活動しているグループ・団体など�

……… 本年度助成額は、助成金支給対象経費の２分の１以内で、１事業につき�
　　　 50万円を限度額とします。�

……… 平成16年12月６日（月）から 平成17年２月１日（火）まで�

……… 平成17年４月１日（金）から 平成18年２月28（火）まで�

……… 対馬市役所　企画課（TEL 0920-53-6111）�

※ 食糧費並びに備品購入費等は助成金支給対象経費になりません。�
※ 審査結果により助成額が減額される場合があります。�

※ 既存の事業や、運動会・祭り・盆踊りなどの毎年の通常の行事、�
　 政治・宗教・営利を目的とする事業は対象となりません。�
※ 国または都道府県から補助金を受けている事業、または受けようと�
　 している事業は応募できません。�

（１）離島の産業振興に係る事業�
（２）離島の生活・文化・福祉の向上に係る事業�
（３）他地域との交流推進に係る事業�
（４）その他人材育成に必要な事業�

……… 本年度の助成対象事業は以下の事業で、離島の人材育成のための事業。�
�
�
�
�
�
　　　 応募できる事業は、自ら新たに取り組む事業とします。�

「110番」は緊急時だけお願いします。�

あなた自身のアイディアと力を試してみませんか�

問 合 せ 先�

事業実施期間�

応 募 期 間�

助 成 金 額�

助成対象事業�

応 募 対 象�

110番通報のしかた�

①

②

③

④

⑤

⑥
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　来年は被爆60周年です。被爆の真実のすがたを後世に伝えるため「被爆資料・遺影・体験記」を�
募集しています。寄贈の資料は、長崎原爆資料館、国立長崎原爆死没者追悼平和記念館で保存・公開�
します。�

　破産手続を定めた改正破産法が平成16年５月25日に成立しました。手続の迅速化及び合理化、�
個人の破産・免責手続の見直しが、この改正の大きな柱とされています。�
　改正後の個人の破産手続は、次の図のとおりになります。�

【募集期間】　平成18年３月31日まで�

【応募方法】　電話かFAXで、お寄せいただく資料の内容、住所、氏名、電話番号を�
　　　　　　　お知らせください。�

【問合せ先】　《被 爆 資 料》長崎原爆資料館�

　　　　　　　　　　　　　　　TEL 095‐844‐1231　FAX 095‐846‐5170�

　　　　　　　《遺影・体験記》国立長崎原爆死没者追悼平和記念館�

　　　　　　　　　　　　　　　TEL 095‐814‐0055　FAX 095‐814‐0056�

�

�

～継承－ヒロシマ・ナガサキの記憶～�
原爆被爆資料・遺影・体験記全国募集�

新しい破産手続きについて�新しい破産手続きについて�

（緑色の字は主な改正点です。）�

債務者が、破産手続を進めるための�
お金や財産を持っているかどうかで、�
手続が異なります。�

持っていない場合� 持っている場合�

破産手続終結決定 等�

同 時 廃 止 決 �

※破産管財人が選任されても、財産状況により、�
　手続が途中で終了する場合があります。�

☆裁判所が選任した�
　破産管財人が、破�
　産者の財産を処分�
　※�

☆債権者への配当・�
　分配�

☆開始と同時に廃止�
　決定をして、手続�
　は即座に終了�

☆債権者や破産管財人の意見を聞き、必要が�
　あれば破産者と面談するなどした上で、裁�
　判官が免責するかどうか判断します。�

免責許可決定� 免責不許可決定�

☆一部の債務を除き、�
　債務の支払義務が�
　免除されます。�

☆一定の事情がある�
　場合には、免責が�
　許可されないこと�
　があります。�

申　　立　　て�

破産手続き開始決定�

破　産　手　続� 免　責　手　続�

個人の破産手続の流れ�
夫婦や連帯責務者、保証人は同じ�
裁判所への申立てが可能に�

強制執行等を一律に禁止�
するなどの財産保全制度�
の拡充�

「破産宣告」�
から名称変更�

免責許可の申立て�
も当然にあるもの�
とみなされること�

配当までの�
手続の迅速化�

免責手続継続中も�
強制執行等は禁止�
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健康テレホンサービス�

【長　崎】（０９５）８２６-５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３-４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが
　３分間流れます。
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にか
　わります。
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。

長崎県保険医協会�
〒850-0056　長崎市恵美須町2-3-2F�
TEL 095-825-3829／FAX 095-825-3893

１月テレホンテーマ�
おもちをのどに詰まらせた時�

コルセットの上手な使い方�

子どもの救急シリーズ その① 発熱�

冬のあなた・お肌の手入れは大丈夫？�

歯がしみる�

生理が受験に重なりそうになったら�
年末年始特別テーマ（2004.12.28～2005.1.4）�

眼がぴくぴくする�

２４時間電話で健康をお届けします�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
�●第９～10集：１冊300円　　●第12～17集：１冊400円�

お知らせ�

URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

平成16年度�

診療時間　９：00～16：00（急患のみ）�

～公庫融資をご返済中の方へ～�

　住宅金融公庫では、融資のご返済でお困りになった

場合でも、安心して今後のご返済を継続できるように、

返済相談を承っております。

　また、お客様とのご相談により、返済期間の延長な

どお客様の状況に応じた返済方法の変更にも柔軟に対

応しておりますので、現在ご返済中の金融機関か住宅

金融公庫福岡支店まで、お気軽にご連絡ください。

【住宅金融公庫のお問い合わせ先】�

　住宅金融公庫福岡支店債権管理課�

　TEL 092-722-5016�

【住宅金融公庫のホームページ】�

　http://www.jyukou.go.jp

住宅金融公庫からのお知らせ�

日曜・休日救急医療在宅当番医�

１月１日�
２日�
３日�
９日�
10日�
16日�
23日�
30日�

畑 島 医 院 �
佐 賀 診 療 所 �
吉 田 内 科 医 院 �
かも整形外科医院�
東 島 医 院 �
すとう内科医院�
山 上 医 院 �
佐 須 奈 診 療 所 �

畑島　陽�

武林幸子�

吉田茂幸�

賀茂和典�

東島英孝�

主藤久次�

山上　睦�

豊田信寛�

（ 知）

（佐賀）

（厳原）

（厳原）

（厳原）

（厳原）

（仁位）

（佐須奈）

日　程� 診　療　所　名� 医  師  名�

対
馬
し
い
た
け
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
　
し
い
た
け
の
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
大
募
集�

�

★
応
募
資
格
★

　
ア
マ
チ
ュ
ア
（
調
理
ま
た
は
調

　
理
の
指
導
を
業
と
し
な
い
）
の

　
方

★
応
募
方
法
★

　
応
募
用
紙
に
左
記
の
内
容
を
明

　
記
く
だ
さ
い
。

　
①
料
理
名

　
②
材
料
（
４
人
分
）

　
③
材
料
費
（
２
千
円
以
内
）

　
④
作
り
方

　
⑤
所
要
時
間

　
⑥
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業

　
　
・
電
話
番
号

　
⑦
料
理
の
完
成
写
真

　
　
な
お
、し
い
た
け
は「
対
馬
ど

　
　
ん
こ（
肉
厚
の
し
い
た
け
）」

　
　
を
使
用
す
る
こ
と
。

★
期
　
限
★

　
平
成
17
年
１
月
11
日
（
火
）

　
　
　
〆
切
（
当
日
消
印
有
効
）

★
審
査
方
法
★

　
一
次
　
書
類
審
査
で
10
名
以
下

　
　
　
　
を
選
考

　
二
次
　
実
演
審
査
（
料
理
コ
ン

　
　
　
　
ク
ー
ル
）

　
　
　
　
日
時
⇩
平
成
17
年
２
月

　
　
　
　
10
日
（
火
）
13
時
〜

　
　
　
　
場
所
⇩
対
馬
市
美
津
島

　
　
　
　
文
化
会
館
（
長
崎
県
対

　
　
　
　
馬
市
美
津
島
町

知
甲

　
　
　
　
1
2
8
7
‐
1
）

※
島
外
か
ら
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

出
場
者
の
旅
費
の
う
ち
航
空
運
賃

の
実
費
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側

が
負
担
い
た
し
ま
す
。

★
表
　
彰
★

　
最
優
秀
賞
…
…
１
名

　
優
秀
賞
…
…
…
２
名

　
優
良
賞
…
…
…
２
名

　
特
別
賞
…
…
若
干
名

※
入
賞
者
全
員
に
賞
状
と
副
賞
を

差
し
上
げ
ま
す
（
副
賞
は
総
額
10

万
円
程
度
）
。

最
優
秀
作
品
は
、
日
本
特
用
林
産

振
興
会
が
主
催
す
る
「
き
の
こ
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
」
東
京

都
渋
谷
区
服
部
栄
養
専
門
学
校

（
平
成
17
年
３
月
９
日
（
水
）
開

催
予
定
）
の
参
加
作
品
と
し
、
本

人
に
出
場
し
て
も
ら
い
ま
す
。

（
１
名
分
の
旅
費
は
長
崎
県
し
い

た
け
振
興
対
策
協
議
会
が
負
担
し

ま
す
。
）

★
応
募
先
・
応
募
用
紙
の
請
求
先

（
問
合
せ
先
）
★

　
長
崎
県
し
い
た
け
振
興
対
策
協

　
議
会
（
担
当
…
久
保
・
掘
口
）

　
〒
8
1
7
‐
8
5
2
0

　
長
崎
県
対
馬
市
厳
原
町
宮
谷
　

　
2
2
4
（
長
崎
県
対
馬
支
庁
林

　
業
課
内
）

℡
0
9
2
0
‐
5
2
‐
0
3
1
8

FAX
0
9
2
0
‐
5
2
‐
7
3
4
0

M
ail:h

o
rig

u
ch

i.tatsu
o

@
m

a.

p
ref.n

ag
asak

i.jp
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診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

�

☆�

☆�

☆�

☆�

�

�

★�

（長崎医療センター）�

（森　　　正　孝）�

（梶　野　　　洋）�

（貞　光　隆　志）�

（長崎医療センター）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

（産 婦 人 科 医）�

（本　田　啓　二）�

第２（火）�

毎週（水）�

第４（月）�

�

第１（金）�

第２（金）�

�

毎週（水）�

第３（月）�

第１（火）�

11�

５・12・19・26�

24�

�

７�

14�

�

５・12・19・26�

17�

４�

8:30̃15:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00�

�

8:30̃11:00�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

  9:00̃12:00まで�

�

  9:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

�

  9:00̃12:00まで�

14:00̃17:00まで�

  ９:00̃15:30まで�

13:00̃17:00まで�

  9:00̃12:00まで�

13:00̃17:00まで�

  9:00̃15:00まで�
（中 対 馬 病 院）�

血 液 内 科 �

神 経 内 科 �

呼 吸 器 外 来 �

循 環 器 科 �

リ ウ マ チ 科 �

脳 神 経 外 科 �

�

糖 尿 病 外 来 �

不 妊 症 外 来 �

思 春 期 外 来 �

皮 膚 科 �

長崎県離島医療圏組合�

電話0920-52-1910

（長崎医療センター）�

☆・・・予約制となります。�
★・・・内科医の紹介により診療予約となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長崎医療
　センター応援につきましては、空路欠航等によ
　り診療を中止する事がありますので、事前にご
　確認下さいますようお願いします。�

長崎県離島医療圏組合�

電話0920-86-4321

内科・小児科・産婦人科�
　…月曜日から金曜日まで毎日診察致します。�
外　科…毎週木曜日休診�
�
☆乳児健診（毎週火曜日）�
　受付時間13：30～14：30�
　診察時間14：30～終了まで�
☆予防接種�
　三種混合（第１・３・５火曜日）�
　受付時間13：30～14：00�
　診察時間14：00～14：30�
　麻疹・風疹等（第２・４火曜日）�
　受付時間13：30～14：00�
　診察時間14：00～14：30�
�
（注）但し当日が悪天候で空路欠航のときは、中止
　　することがあります。�
　　また、診療日の日程及び医師の変更等も考え
　　られますので、電話等でお確かめの上、ご来
　　院ください。�

診 療 科 目 � 診 療 日 �曜 日 � 受 付 時 間 � 診 療 時 間 � 担 当 医 療 機 関 �

７�

14�

27�

28�

４�

18�

12�

27�

５�

６�

19�

20�

14�

28�

７�

28�

14�

20

金�

金�

木�

金�

火�

火�

水�

木�

水�

木�

水�

木�

金�

金�

金�

金�

金�

木�

7:30̃11:30�

8:00̃15:00�

8:00̃15:00�

8:00̃11:30�

8:00̃11:30�

8:00̃11:30�

8:00̃11:30�

8:00̃11:30�

8:00̃15:00�

8:00̃11:30�

8:00̃15:00�

8:00̃11:30�

8:00̃11:30�

8:00̃11:30�

8:00̃11:30�

8:00̃11:30�

8:00̃10:30�

8:00̃15:00

  9:00̃終了迄�

13:30̃終了迄�

13:30̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃終了迄�

  9:00̃11:00�

14:00̃終了迄�

長崎県離島医療圏組合�

電話0920-54-2024

皮膚科・・・毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　　　　第２水曜日（１/12）�

　　　　　　　上対馬病院診療のため休診�

眼　科・・・毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　　　　第４木曜日（１/27）、�

　　　　　　　第４金曜日（１/28）�

　　　　　　　上対馬病院診療のため休診�

内科、外科、小児科、整形外科は月曜日から金曜

日まで毎日診療致します。�

※１☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患者

　　様のみの診療を行っております。�

　２空路欠航の場合は他の医師が代診致します。�

　３予防接種について、薬の常備がない場合もあ

　　りますので、電話等でお問い合わせください。�

　４透析診療については、月曜日～土曜日まで午

　　前中に診療しますので、お問い合わせくださ

　　い。�

第３（月）�

毎週（木）�

第２・４（火）�

第２（火）�

第１（金）�
第３（金）�

第２（木）�
第４（木）�

毎週（火）（水）�

予約にて受け付けています。�

毎週（火）�

17�

６・13・20・27�

11・25�

11

７・21

13・27

４・５・11・12・18�

19・25・26

４・11・18・25

8：30～11：00

予約のみ�

�

�

9：00～�

8：30～11：00

13：00～（紹介状制）�
14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00

13：00～15：00（予約のみ）�

☆�

☆�

予 防 接 種 �

補 聴 器 外 来 �

内 視 鏡 �

耳 鼻 咽 喉 科 �

（長 崎 大 学 病 院）�

（対馬いづはら病院）�

（長崎医療センター）�

（対馬いづはら病院）�

（福 岡 大 学 病 院）�

泌 尿 器 科 �

神 経 内 科 �

循 環 器 科 �

言語療法・摂食嚥下訓練�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

毎週（水）午後�

第２（火）�

５・12・19・26�

11

５・19�

26

8:30̃15:00�

8:30̃11:00

8:30̃15:00�

8:30̃11:00

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
脳 神 経 外 科 �
神 経 内 科 �

眼 科 �

皮 膚 科 �

精 神 科 �

泌 尿 器 科 �

整 形 外 科 �

耳鼻科咽喉科�

対馬いづはら病院�

　 〃 　 �

中 対 馬 病 院 �

　 〃 　 �

対馬いづはら病院�

　 〃 　 �

中 対 馬 病 院 �

長崎医療センター�

精神医療センター�

　 〃 　 �

　 〃 　 �

　 〃 　 �

対馬いづはら病院�

長崎医療センター�

対馬いづはら病院�

　 〃 　 �

長崎医療センター�

対馬いづはら病院�

第１・３（水）�

第４（水）�
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　阿連小学校３年生の江川千里さんが、海上保安
庁が実施した「第５回未来に残そう青い海・図画
コンクール」小学生低学年の部で、第七管区海上
保安本部本部長賞を受賞しました。この部門には、
九州北部５県から1,348点の応募があり、最優秀
作品に選ばれました。
　千里さんは、絵を描くことが好きで、学校でも
時間があれば絵を描いているそうです。受賞した
作品は、夏休みに地元の育成会で行われた水泳レクの様子を描いたそうで、
受賞の感想を聞くと「お母さん達からおめでとうと言われてとても嬉しか
ったです。」と話していました。

　11月５日、比田勝中学校体育館で、ブルガリア共和国から民俗舞踊団と新体操クラブ
の一行40名が来島して「ブルガリアふれあいキャラバン」が行われ、上対馬町内の小学
生、中学生、高校生たちと交流を深めました。
　これは、財団法人サニックススポーツ振興財団と対馬グランドホテルが主催したもの
で、ブルガリア・日本相互の文化とスポーツを交流体験し、両国の青少年育成を目的と
しています。
　歓迎セレモニーでは、あいさつや記念品交換、ブルガリア共和国の紹介や、各学校の
生徒代表との質疑応答が行われました。レフスキー新体操クラブによるデモンストレー
ションになると、会場中がその華麗さにうっとり。普段見ることのできないスピードと
迫力ある演技に驚きの歓声があがりました。また、カザンラック民族舞踊団のコミカル
な踊りにも大きな拍手が送られていました。

久田小学校1年　�
　　佐々木 裕 葉さん�

西小学校6年　�
　　若 松 利 奈さん�

久
原
小
学
校
1
年
　�

　
　
早 

田 

菜
々
子
さ
ん�

比田勝中学校1年　�
　　浅 利 夕 絵さん�

豊玉小学校4年　�
　　川 上 涼太郎くん�

今里中学校2年　�
　　西 山 友里恵さん�

阿連小学校3年  江 川 千 里さん�

図画コンクールで本部長賞�
� えがわちさと


